
 

 

 サンポート高松で第１４回日本医療情報学会春季学術大会が開

催され、平成２２年５月２８日（金）、徳島文理大学香川薬学部の飯

原なおみ准教授が「病院と調剤薬局とを双方向に連携する電子処

方せんネットワークシステムの開発」について発表しました。  

 この学術大会には全国から医療関係者や官公庁など約千名の

参加があり、香川が先導する電子処方箋を全国に披露しました。 
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ニュースレター        

 平成２２年６月５日(土)、三大学連携新入生歓迎行事「チーム医療

を考える三大学学生のつどい」が徳島文理大学香川キャンパスで

開催され、１年生と２年生 約１６０名が参加しました。 

  [参加学科] 
    徳島文理大学香川薬学部薬学科・薬科学科・理工学部臨床工学科 

     香川大学医学部医学科・看護学科 

     香川県立保健医療大学保健医療学部看護学科・臨床検査学科 

 まずはじめに、高松赤十字病院の中谷美子看護師長に「看護師

からみたチーム医療」について講演をしていただきました。この講演

は、ご自身が看護師として現場で体験した終末期医療などの実話

であり、受講していた新入生たちは涙をこらえて聞きいっていまし

た。 

 この講演をもとに小グループ（医学科、看護学科、薬学科、薬科

学科、臨床検査学科、臨床工学科の学生混合）に分かれて話し合

い、グループごとに討論結果を発表しました。これにより、チーム医

療の必要性だけでなく、コミュニケーションなどチーム医療に大切な

ものを新入時から認識することができました。 

 講演の後は２年生代表が企画した三大学混成１６チームによるバ

レーボール大会。ともに汗をかくことによって大学間や学科間を越

えて連帯感を築きました。そして、全員による食事を囲んでの歓談。

連帯感はより一層強いものになりました。 

三大学連携の新入生歓迎行事 

電子処方箋を学術大会で発表 

発表の様子 
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 香川大学医学部講義を三大学の学生が受講 

 香川県立保健医療大学の特別講義を受講 

 平成２２年６月９日（水)、香川大学医学部医学科２年生１００名が、香川県立保健医療大学を訪問し特別講義の受

講、施設見学を行いました。  
            「チーム医療における看護師の役割」      香川県立保健医療大学 看護学科 國方弘子 教授 

   「チーム医療における臨床検査技師の役割」 香川県立保健医療大学 教養部   細萱茂実 教授 

 國方先生はチーム医療における看護師の役割を中心に、チーム医療の連携の難しさやその

解決に向けての方策について、細萓先生は臨床検査技師のチーム医療への参画の例として、

感染制御チームを挙げ、臨床検査技師の役割とチーム医療の重

要性について述べられました。 

この特別講義は、遠隔講義システムを用いて香川大学医学部及び

徳島文理大学に配信し、各大学からも聴講、質疑応答を行いまし

た。 

 その後、看護学実習を見学し、妊婦や沐浴の疑似体験をしまし

た。また、臨床検査実習では微生物の標本を顕微鏡で見たり、超音

波検査による心臓の動きなどを観察しました。 

聴講した学生からは終了後、 
 
 ・とても興味深い話で聞き入ってしまった。 

 ・他大学の講義が受けられるのはうれしい。 

 ・医療従事者としての心構えを学ぶことができ、チーム医療の重要性も改めて 

  分かった。 

 ・薬物に対する理解が深まった。自分の知識の幅を広げることができ、これか 

  らの勉強に意欲がわくので非常に良い。 

 ・感染症対策について実習、見学の前に知ることができたので、非常に参考に 

  なった。 

 など半数以上の学生から遠隔講義は有意義であるとの声がよせられました。 

 平成２２年６月１６日（水）、香川大学医学部２年生１０１名が徳島文理大学

香川キャンパスを訪問し、香川薬学部二宮教授の特別講義「チーム医療に

おける薬剤師の役割」を受講しました。 

 講義の後、模擬薬局や無菌調整室、模擬手術室を見学・体験し、最後に香

川薬学部の学生を交えた総合討論を行いました。  

 この特別講義は、遠隔講義システムを用いて、香川大学及び香川県立保

健医療大学に配信しました。 

 徳島文理大学香川薬学部の特別講義を受講 

共同授業 

 香川大学医学部で行われた講義「医学概論／看護学概論」を遠隔講義システムを用いて、徳島文理大学、香川県

立保健医療大学に遠隔配信し、三大学の学生が同時受講しました。 

   第１回目 ４月２１日（水） チーム医療                     第２回目 ４月２８日（水） 医療従事者に求められるもの 

   第３回目 ５月１２日（水） 乱用薬物の基礎知識               第４回目 ５月１９日（水） 医学部生に対する感染防止対策 



 

 

 香川大学医学部の３年生５名が平成２２年２月８日～３月５日

までの１ヶ月間、徳島文理大学香川薬学部の研究室（機能生

物学講座、生物物理学講座、薬事科学講座）で課題実習に取

り組みました。 

 この課題実習は学生を研究室に配属することによって、その

配属研究室のテーマに沿った実験等を行なうものです。研究が

どのようなものか、その雰囲気を知ってもらい、研究に対する

興味を育んでもらうのが趣旨です｡特に、香川大学医学部医学

科では卒業研究が行なわれていないため、本授業が研究室に

配属される唯一の機会となり、大変重要な位置を占めていま

す。 

 今年は三大学連携事業の取組の一つとして、徳島文理大学

香川薬学部が香川大学医学部医学科３年生を初めて引き受け

ることになりました。引き受ける教員も、また希望して来る学生

も、最初はとても緊張していましたが、お互いに慣れるにした

がって、実験のみならず有意義な議論もできるようになり、研究

を謳歌することができました。 

 今後とも課題実習を通じた大学間の交流が、より一層進むこ

とが期待されます。 

生物物理学講座 

機能生物学講座 

薬事科学講座 

各講座での様子 

＜ 実習を終えた学生の感想 ＞ 
 
 ・自分の手で色々なことが出来たので、楽しみながら行うことができた。 

 ・今までやったことがなかった色々な実験をやることができて、とても楽しかったです。先生方もとても優しく有意義 

  な課題実習になりました。 

 ・実験に全く不慣れな私達を丁寧に指導して下さった先生、見知らぬ私達と仲良くしてくれた研究室の方々、本当 

  にありがとうございました。初めは他大学を見学してみたいと思っただけで選んだ今回の実習ですが、今はこの実 

  習を選んで本当に良かったと思っています。来年度の後輩達にもお薦めします。１ヶ月という短い期間でしたが、 

  本当にありがとうございました。非常に勉強になる有意義な実習でした。 

 ・初めてのことばかりで失敗を繰り返し、 そんな中で、右も左も分からない学生に手とり足とり教えて下さった先生 

  方には本当に感謝しています。１ヶ月という短い期間でしたが、楽しい徳文ライフでした。ありがとうございました。  

 ２２年５月１２日（水)、香川大学医学部の麻酔科医師１名、集中治療部医師１名、

医学部６年生３名が徳島文理大学香川キャンパスの模擬手術室に来て臨床実習を

行いました。  

 徳島文理大学の模擬手術室に設置されている患者シミュレータは、呼吸状態や

循環動態をシミュレートできるもので、実際に呼吸をしたり、脈を感じたり、さまざま

な症状のシナリオを専用ソフトによって再現できます。利用した麻酔科医師から

「思っていたよりも精巧・高性能のシミュレータで精度の高いシミュレーション教育が

可能である。学生も実際に近い雰囲気で麻酔導入を経験でき喜んでいた」とのコメ

ントをいただきました。 

 このような設備は臨床現場の雰囲気やチーム医療をリアルに体感させることがで

き、チーム医療教育に大変有意義なものです。今後、共同教育実習などに発展さ

せていきたいと考えています。 

大学連携による実習 

 徳島文理大学香川薬学部で課題実習 

 徳島文理大学理工学部で臨床実習 



 

 

 これらをもとに、フリーディスカッションを行いました。例えば、   

  ＊病院・薬局間でＩＴを活用して情報を共有し意見交換する 

   のは素晴らしい。このようなシステムを上手く活用する方 

   法について、今後医師、薬剤師などが一緒に勉強していく必要があるだろう 

 など活発な意見が交わされました。特に、今回は医師も参加しており、薬剤師と医師の双方の立場から話し合いが 

 行われました。本セミナーに参加した多くの方々から、「これを機会に薬剤師や医師、医療従事者とのコミュニケー 

 ションを高めていこう」という意見が出ました。 

社会人向けセミナー 

調剤薬局に対する電子処方箋の紹介 

 平成２２年７月２５日（日）、薬剤師セミナー「電子処方箋の紹介」を徳島文理大学

香川キャンパスで開催し、香川県下の調剤薬局を中心に５０名が参加しました。  

 冒頭の挨拶で、徳島文理大学 桐野豊学長と香川大学副学長・理事 医学部附

属病院 石田俊彦病院長から、薬剤師がより専門性を活かす必要性や医師と薬剤

師のコミュニケーションの必要性などについてお話しをいただきました。  

 電子処方箋の概要を徳島文理大学香川薬学部 飯原准教授が説

明しました。説明では現在の機能だけでなく電子お薬手帳やお薬カレ

ンダー、生涯電子健康カルテへの発展についても述べられました。  

 その後、参加者全員が電子処方箋（Phaｒma WEB）を実際に体験し

ました。体験の中で病名や検査データ、医師からのコメントが病院か

ら連携される状況などを確認しました。また、医師への疑義照会や後

発医薬品への切替連絡機能なども確認しました。 

質疑応答の様子 

 平成２２年６月２３日（水）、徳島文理大学香川薬学部の二宮昌樹教授

が「病院実習コアカリキュラムの実践と問題点」というテーマで、香川大学

医学部附属病院薬剤部２５名を対象に徳島文理大学から香川大学に遠

隔講義をしました。  

 本講義は遠隔講義システムを用いて行ったもので、徳島文理大学へ出

向くこともなく、また、二宮教授との討論もスムーズに行え、受講者から

「遠隔講義は社会人教育にとって有効である」との言葉をいただきまし

た。 

 なお、本講義は三大学連携事業の一環で社会人教育を目的としたもの

です。 

病院薬剤師に対するセミナー 

桐野学長 石田病院長 
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